
明

治

期

に

お

け

る
海

軍

機

関

の
公

文

書

取

扱

に

つ

い
て

―

横

須

賀

鎮

守

府

を

例

と

し

て

―

一　
課
題
設
定

軍
と
い
う
の
は
常
日
頃
よ
り
日
常
の
な
か
に
戦
争
と
い
う
非
日
常
を
想
定
し

て
い
る
機
関
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
実
際
は
非
日
常
よ
り
も
日
常
の
ほ
う
が

時
間
と
し
て
は
圧
倒
的
に
多

い
は
ず
で
あ
る
。
よ
っ
て
平
時
の
こ
と
を
取
り
上

げ
る
こ
と
と
し
た
い
。
こ
の
テ
ー
マ
を
取
り
上
げ
た
理
由
と
い
う
の
は
、　
一
つ

に
は
海
軍
機
関
と
い
う
組
織
体
の
記
録
管
理
に
つ
い
て
の
研
究
が
管
見
の
と
こ

ろ
あ
ま
り
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
そ
し
て
も
う

一
つ
に
は
横
須
賀
の
地
理
的

重
要
性
に
着
目
し
た
か
ら
で
あ
る
。

横
須
賀
は
ペ
リ
ー
来
航
の
地
で
あ
る
浦
賀
と
海
岸
線
を
同
じ
く
し
、
さ
ら
に

北
に
位
置
す
る
。
横
須
賀
の
周
辺
地
域
で
あ
る
浦
賀
は
享
保
改
革
期
に
浦
賀
奉

行

（１
）
が
設
置
さ
れ
る
な
ど
江
戸
へ
の
船
舶
の
積
荷
を
検
査
す
る
海
上
交
通

の
要
地
で
あ

っ
た
。
さ
ら
に
幕
末
期
に
は
沿
岸
警
備
の
要
所
と
し
て
、
他
方
、

外
国
と
の
交
渉
の
窓
口
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
浦
賀
よ
り
同
じ
海
岸
線
を
南
へ
下

っ
た
と
こ
ろ
に
ペ
リ
ー
上
陸
の
地
で
あ
る
久
里
浜
が
あ
り
、
現
在
で
は
Ｊ
Ｒ
横

須
賀
線
の
終
点
と
な

っ
て
い
る
。
こ
の
様
に
し
て
横
須
賀
と
そ
の
周
辺
は
江
戸

に
つ
な
が
る
要
地
と
し
て
の
歴
史
的
経
緯
を
持
つ
。

次
に
、
鎮
守
府

（２
）
と
は
日
本
の
海
岸
と
近
海
の
防
衛
な
ど
を
担
当
し
た

海
軍
の
官
庁
で
あ
り
、
横
須
賀

・
呉

・
佐
世
保

。
舞
鶴
の
四
箇
所
に
置
か
れ
た
。

特
に
横
須
賀
は
現
在
で
も
在
留
米
軍
基
地
や
自
衛
隊
の
施
設
と
し
て
利
用
さ
れ

て
い
る
。
今
回
取
り
上
げ
る
横
須
賀
鎮
守
府
に
つ
い
て
言
え
ば
、
慶
応
元
年

（
一
八
六
五
）
に
江
戸
幕
府
が
莫
大
な
資
金
と
フ
ラ
ン
ス
の
技
術
を
導
入
し
て

建
設
が
始
め
ら
れ
た
横
須
賀
製
鉄
所
に
由
来
す
る
。
そ
の
際
、
資
金
繰
り
を
担

当
し
た
の
が
幕
臣
小
栗
上
野
介
忠
順
で
あ
り
、
建
設
の
指
揮
を
執

っ
た
の
は
フ

ラ
ン
ス
人
技
術
者
フ
ラ
ン
ソ
ワ

・
ヴ

ェ
ル
ニ
ー
で
あ

っ
た
。
こ
の
政
策
は
幕
府

惣
　
田

　

　

充

崩
壊
後
も
明
治
新
政
府
に
引
き
継
が
れ
、
明
治
四
年

（
一
人
七

一
）
に
は
横
須

賀
造
船
所
と
し
て
竣
工
す
る
。
の
ち
、
横
須
賀
海
軍
工
廠
と
名
を
変
え
、
最
終

的
に
は
港
の
敷
地
内
に
統
括
部
署
で
あ
る
横
須
賀
鎮
守
府
が
置
か
れ
、　
一
大
軍

港
と
し
て
の
横
須
賀
港
が
成
立
す
る
。

こ
う
し
た
点
を
踏
ま
え
、
本
稿
で
は
、
軍
港
横
須
賀
の
拠
点
で
あ
る
鎮
守
府

を
取
り
上
げ
、
以
下
そ
の
公
文
書
取
扱
に
つ
い
て
論
述
し
て
い
く
。
海
軍
機
関

と
い
う
機
密
性
の
高
い
組
織
体
の
公
文
書
管
理
に
つ
い
て
少
し
で
も
明
ら
か
に

し
よ
う
と
い
う
試
み
で
あ
る
。
年
代
は
横
須
賀
鎮
守
府
成
立
の
明
治

一
七
年

（
一
人
八
四
）
以
降
を
中
心
に
扱
う
。

二
　
横
須
賀
鎮
守
府
に
お
け
る
公
文
書
の
集
配

海
軍
機
関
の
公
文
書
取
扱
に
つ
い
て
知
る
上
で
、
ま
ず
は
当
時
、
鎮
守
府
内

で
公
文
書
が
ど
の
よ
う
に
し
て
集
配
さ
れ
て
い
た
か
を
史
料
を
も
と
に
検
討
し

た
い
。
使
用
す
る
史
料
は

『横
須
賀
鎮
守
府
例
規
』
（３
）
で
あ
る
が
、
先
行
研

究
に
お
い
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
史
料
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
の

で
、
長
文
で
あ
る
が
、
紹
介
の
意
味
も
兼
ね
て
、
条
目
及
び
表
を
す
べ
て
掲
載

し
た
。●

横
鎮
第
九
五
九
号
　
明
治
三
十
六
年
十

一
月
十
日

達

横
須
賀
鎮
守
府
文
書
集
配
規
程

第

一
條
　
横
須
賀
鎮
守
府
各
鷹
間
ノ
公
文

ハ
本
規
程
二
依
り
集
配
ス
但
シ

本
規
程

ハ
横
須
賀
軍
港
通
信
船
規
程
ノ
効
カ
ヲ
妨
ク
ル
コ
ト
ナ
シ

第
二
條
　
鎮
守
府

二
通
信
掛
ト
シ
テ
筆
生

一
名
ヲ
置
キ
副
官
ノ
命
ヲ
受
ケ

本
規
程
二
依
り
文
書
集
配
二
関
ス
ル
事
務
取
扱
ハ
シ
ム
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第

一
方
面

第
二
方
面

鎮

守

府

鎮

守

府

工

　

廠

経

理

部

港

務

部

建

築

科

衣

糧

科

機
関
学
校

需

品

庫

病

　

院

丁

庫

第
二
條
　
鎮
守
府

二
文
書
集
配
人
五
人
ヲ
置
キ
鎮
守
府
使
丁
ヲ
シ
テ
之
ニ

従
事
セ
シ
ム

第
四
條
　
集
配
人
ノ
巡
回
箇
所
ハ
第

一
表
ノ
如
シ

第
五
條
　
集
配
人
ハ
定
時
各
廃
ヲ
巡
回
シ
文
書
ヲ
集
配
ス
其
ノ
発
着
時
刻

ハ
第
二
表
ノ
如
シ

第
六
條
　
監
獄
ョ
リ
発
ス
ル
文
書

ハ
軍
法
会
議
二
軍
法
会
議
ョ
リ
発
ス
ル

モ
ノ
ハ
監
獄
ノ
モ
ノ
ト
共
二
海
軍
病
院
二
送
り
軍
法
会
議
監
獄
行
キ
ノ

モ
ノ
ハ
病
院
二
於
テ
軍
法
会
議
ノ
使
丁
二
交
付
ス
監
獄
軍
法
会
議
間
ノ

連
絡
ハ
便
宜
両
鷹
二
於
テ
定
メ
行
フ
ヘ
シ
但
シ
軍
法
会
議
ョ
リ
病
院
ニ

差
出
ス
ヘ
キ
使
丁
ハ
集
配
人
ノ
各
便
病
院

二
到
着
時
刻
以
前
二
病
院
ニ

到
着
セ
シ
ム
ル
ヲ
要
ス

第
七
條
　
海
兵
団
、
水
雷
団
、
砲
術
学
校
、
造
兵
部
、
兵
器
庫
及
工
廠
沿

第

一
表
　
集
配
・

第
二
表

岸
、
三
ヶ
保
浦
、
小
海
繋
留
若
ハ
入
渠
艦
船
艇
ハ
第
二
表
各
便
発
時
刻

ノ
十
分
前
マ
テ
ニ
鎮
守
府
二
到
達
ス
ル
様
公
用
使
ヲ
差
出
シ
鎮
守
府
ニ

於
テ
相
互
文
書
ノ
交
換
ヲ
為
ス
モ
ノ
ト
ス
但
シ
水
雷
団
、
水
雷
学
校
、

造
兵
部
、
兵
器
庫

ハ
便
ヲ
快
ク
コ
ト
ワ
得

第
八
條
　
海
上
ョ
リ
ノ
文
書
ハ
港
務
部
二
於
テ
受
理
シ
集
配
人
二
交
付
ス

第
九
條
　
文
書

ハ
之
ヲ
送
達
嚢

二
収
メ
其
ノ
儘
授
受
シ
送
達
嚢

ハ
他
便
集

配
ノ
ト
キ
収
集
ス
但
送
達
嚢

ハ
還
付
ノ
際
各
鷹
二
於
テ
互
二
利
用
ス
ル

コ
ト
ラ
得

第
十
條
　
臨
時
至
急
ヲ
要
ス
ル
文
書
並

二
折
返
シ
回
答
ヲ
要
ス
ル
モ
ノ
ハ

各
別
二
送
達
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

第
十
條
ノ
乙
　
各
鷹
二
於
テ
ハ
集
配
人
各
便
到
着
時
刻
迄
二
発
送
ノ
準
備

ヲ
ナ
シ
迅
速
二
文
書
ノ
授
受
ヲ
了
シ
濫
リ
ニ
集
配
人
ヲ
留
ム
ヘ
カ
ラ
ス

（出
典
一
防
衛
研
究
所
図
書
館
所
蔵

『明
治
四
十
四
年
　
横
須
賀
鎮
守
府
例
規
　
全
　
八
版
」
二

一
人
～
二

一
九
頁
）

方  面第 方  面第

集

配

人

発

著

ホ ロ 号 便 ホ ロ イ 号 便

午
後
四
時
三
十
分

午
後
二
時

正

午
午
前
十
時

午
前
八
時
三
十
分

評
軋
爆

午
後
四
時
三
十
分

午
後

二
時

正
午

午
前
十
時

午
前
八
時
三
十
分

評
軋
濯

四
、

四

〇

二
、　
一
〇

〇
、　
一
〇

一
〇
、

一
〇

八

、

四

〇

工

　

　

廠

二
、
〇
五

○
、
〇
五

一
〇
、
〇
五

経
　
理
　
部

四
、
五
二

二
、
二
二

○
、
三
二

港

務
　
部

二
、
〇
九

〇
、
〇
九

一
〇
、

〇
九

建

築

科

四
、
五
七

二
、
二
七

〇
、
二
七

需衣

品糧

庫科

一
一、　
　
一　
一．ハ

〇
、　
一
六

一
〇

、　
一
六

機

関

学

校

五
、
〇
四

二
、
一二
四

○
、
三
四

工

機

学

校

一
〇
、
三
七

九
、
〇
七

病

　

　

院

五
、　
一
七

二
、
四
七

○
、
四
七

一
〇
、
四
七

九
、　
一
七

測
　
器
　
庫

一
〇
、
五
七

九
、
二
七

機

関

学

校
間

三
、
〇
四

一
、
〇
四

五
、
三
四

三
、
〇
四

一
、
〇
四

一
一
、
〇
四

九
、
三
四

衣
　
糧

科

需
　
品

庫

一
、
〇
八

五
、
三
九

三
、
〇
九

一
、
〇
九

一
一
、
〇
九

九
、
三
九

鎮
　
守

府

三
、
一

一
、
一
三

六
、
〇

一

三
、
三

一

一
、
三

一

一
一
、
三

一

鎮

守

府
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省
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備
　
休
暇
日
ニ
ハ
集
配
人
ヲ
巡
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セ
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メ
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工

機

学

校

Ｆ
ト
ー〓
Ｆ

・

五
、
三
四

Ｆ
い
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Ｆ
一
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、
〇

一

医

‐三
Ｌ
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降
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Ｌ
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降
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〇
、
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馘
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Ｆ
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Ｆ
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隔
Ｆ

卜
ほ
ｌｏ
押
Ｆ
ｋ
ｌ
ｏ
い

曜
Ｌ
階
ド

‐

〓は
‐Ю
ハ
一　
三
、
一
三

」
卜
躊
Ｆ
‐
五
朧
Ｆ

イ

一
三

、
二
一

一
一
〇
、
五
七

「
ｑ

五
‐
刊

「
刊
劃
Ч

「
剰
ョ
「

Γ
場
⊥
工　
廠

八

、

五

二

一
　

人

、

五

七

一
　

九

、

〇

四

関
日
曰
日
日
皿
目
日
国



第
十

一
條
　
各
鷹

（各
学
校
除
ク
）
ョ
リ
海
軍
省
及
同
構
内
各
鷹
、
各
鎮

守
府
、
各
要
港
部
並
本
府
管
艦
船
宛
ノ
通
常
第

一
種
郵
便
物

（特
殊
取

扱
ヲ
除
ク
）
ハ
切
手
ヲ
貼
付
セ
ス
シ
テ
便
宜
鎮
守
府
副
官
二
送
付
シ
副

官
ハ
主
任
者
ヲ
シ
テ
之
ヲ
取
纏
メ
発
送
セ
シ
ム
モ
ノ
ト
ス
（４
）

こ
の
史
料
か
ら
注
目
し
た
点
を
順
に
指
摘
し
て
行
く
と
、
ま
ず
第
二
条
よ
り
、

鎮
守
府
に
お
い
て

「文
書
集
配
二
関
ス
ル
事
務
取
扱
」
を
し
て
い
た
の
が
鎮
守

府

「副
官
ノ
命
ヲ
受
ケ
」
た

「筆
生
」
で
あ
る
こ
と
。
つ
ま
り
鎮
守
府
の
文
書

管
理
は
副
官
に
従
う
筆
記
者
が
管
理
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
第
二
条
よ

り
、
「文
書
集
配
人
」
は

「
五
人
」
で

「使
丁
」
と
い
う
雑
務
に
関
わ
る
者
達

と
行
な

っ
て
い
た
こ
と
。
第
八
条
よ
り
、
「海
上
ョ
リ
ノ
文
書
」
、
つ
ま
り
船
舶

等
を
通
じ
て
も
た
ら
さ
れ
る
文
書
は

「港
務
部
」
で

「受
理
シ
集
配
人
二
交
付
」

さ
れ
る
。
第
九
条
よ
り
、
文
書
収
集
は

「送
達
嚢
」
と
呼
ば
れ
る
専
用
の
袋
に

よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
第

一
一
条
よ
り
、
「各
鎮
守
府
」
の

「郵

便
物
」
は

「切
手
ヲ
貼
付
」
せ
ず
に

「副
官
二
送
付
」
し
て
副
官
の
目
を
通
っ

図
①

て
か
ら
発
送
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
様
に
、
条
文
か
ら
知
り
え
た
重
要
な
こ

と
と
し
て
は
鎮
守
府
副
官
が
文
書
取
扱
に
つ
い
て
は
責
任
者
で
あ
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。

次
に
、
本
史
料
中
に
出
て
き
た
第

一
表
及
び
第
二
表
に
つ
い
て
考
察
を
試
み

た
い
。

第

Ｉ
衣
に
つ
い
て
み
る
と
集
配
人
の
巡
回
箇
所
は
二
つ
に
分
か
れ
て
お
り
、

経
路
と
し
て
は
鎮
守
府
↓
経
理
部
（５
）
↓
建
築
科
↓
機
関
学
校
（６
）
↓

（海
軍
）

病
院
と
い
う
コ
ー
ス

（第

一
方
面
）
と
鎮
守
府
↓
工
廠

（７
）
↓
港
務
部

（８
）
↓

衣
糧
科
↓
需
品
庫
↓
工
機
学
校

（９
）
↓
測
器
庫
と
い
う
コ
ー
ス

（第
二
方
面
）

に
な
っ
て
い
る
。

続
い
て
第
二
表
に
つ
い
て
説
明
を
加
え
る
こ
と
と
し
た
い
。
例
え
ば

「
八
、

三
五
」
は

「八
時
三
五
分
」
を
示
し
て
お
り
、
内
容
は
第

一
表
と
同
様
に
第

一

方
面
と
第
二
方
面
の
二
つ
に
分
か
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
個
々
に
検
討
し
て
い
く
。

そ
し
て
ゞ
第

一
方
面
に
つ
い
て
図
①
を
見
て
い
た
だ
き
た
い
。

こ
れ
は
第

一
・
二
表
の
内
容
を
端
的
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
み

る
と
、
鎮
守
府
を
発
し
た
文
書
集
配
便
は

（海
軍
）
病
院
を
折
り
返
し
地
点
に

し
て
再
び
鎮
守
府

へ
戻
る
シ
ス
テ
ム
で
あ

っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
を

一

回

一
時
間

一
三
分
で
行
い
、　
一
回
ご
と
に

一
七
分
の
間
隔
を
空
け
て

一
日
五
回

繰
り
返
す
と
い
う
分
刻
み
の
厳
し
い
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
あ

っ
た
こ
と
が
分
か

る
。第

二
方
面
に
つ
い
て
は
図
②
を
見
て
い
た
だ
き
た
い
。
鎮
守
府
を
発
し
た
文

書
集
配
便
は
、
測
器
庫
を
折
り
返
し
地
点
に
し
て
、
再
び
鎮
守
府
へ
戻
る
シ
ス

テ
ム
で
あ

っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
を

一
回

一
時
間
三

一
分
で
行
い
、　
一

回
ご
と
に
二
九
分
の
間
隔
を
空
け
て

一
日
五
回
繰
り
返
す
と
い
う
こ
れ
ま
た
分

刻
み
の
厳
し
い
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
あ
る
。

ま
た
、
文
書
集
配
便
が
出
さ
れ
る

一
七
分
又
は
二
九
分
と
い
う
間
隔
は
、
次

の
便
に
向
け
て
の
種
別
け
準
備
等
に
当
て
ら
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
す

る
と
文
書
集
配
機
能
に
は
休
憩
時
間
が
想
定
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る

が
、
お
そ
ら
く
集
配
人
は
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
組
ん
で
適
宜
休
憩
を
と

っ
て
い

た
と
思
わ
れ
、
例
規
に
定
め
ら
れ
た
集
配
人
五
人
は
、
イ

・
口

・
ハ
。
二
・
ホ

図
②

７
分
↑

１２
分

７
分

５
分

４
分

↓
７
分

２１
分園

圏
１０
分

１２
分

７
分

４
分

５
分

↑

↓
５
分

13
分

r_.10
1復l分

□
集
配
所
要
時
間
は
１
時
間
１３
分
で

一
日
５
回
。

イ
～
ホ
を
１７
分
の
間
隔
を
空
け
て
繰
り
返
す
。

集
配
所
要
時
間
は
１
時
間
３１
分
で
１
日
５
回
。

口
～
ホ
を
”
分
間
の
間
隔
を
空
け
て
繰
り
返
す
。
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と
い
う
五
つ
の
便
に
第

一
方
面
と
第
二
方
面
の
集
配
各

一
回
ず
つ
と
い
う

一
日

二
回
の
集
配
任
務
に
就
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
と
も
あ
れ
、
現
代

と
は
違

い
フ
ァ
ッ
ク
ス

・
Ｅ
メ
ー
ル
な
ど
情
報
機
器
が
少
な
い
当
時
に
お
い

て
、
各
部
署
間
で
は
、
こ
う
し
た
文
書
集
配
便
を
十
分
に
活
用
し
て
、
密
接
な

情
報
伝
達
を
行
な

っ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。

以
上
、
検
討
し
た
と
こ
ろ
を
ま
と
め
る
と
、
横
須
賀
鎮
守
府
に
お
け
る
公
文

書
の
集
配
は
①
鎮
守
府
副
官
を
責
任
者
と
し
て
、
②
集
配
人
五
人
と
そ
れ
に
携

わ
る
使
丁
に
よ

っ
て
実
行
さ
れ
、
③
巡
回
経
路
は
鎮
守
府
か
ら
海
軍
病
院
を
往

復
す
る
第

一
方
面
と
鎮
守
府
か
ら
測
器
庫
を
往
復
す
る
第
二
方
面
の
二
つ
に
分

か
れ
て
い
た
。
そ
し
て
④

「送
達
嚢
」
と
呼
ば
れ
る
専
用
の
袋
で
集
配
さ
れ
、

⑤
郵
便
物
に
関
し
て
は
全
て
副
官
の
目
を
通

っ
て
か
ら
発
送
さ
れ
た
の
で
あ

る
。
補
足
と
し
て
副
官
に
つ
い
て
、
「横
須
賀
鎮
守
府
例
規
』
の
系
統
表

（複

写
不
可
の
た
め
掲
載
で
き
ず
）
を
も
と
に
述
べ
る
と
、
地
位
と
し
て
は
司
令
長

官

（鎮
守
府
の
頂
点
）
の
下
に
つ
く
幕
僚
で
、
そ
の
中
で
も
参
謀
長
の
下
に
つ

く
存
在
で
あ

っ
た
よ
う
で
あ
る
。

三
　
横
須
賀
鎮
守
府
に
お
け
る
公
文
書
の
管
理

前
章
で
は
公
文
書
が
ど
の
よ
う
に
活
用
さ
れ
た
か
に
つ
い
て
、
集
配
シ
ス
テ

ム
を
取
り
上
げ
て
述
べ
た
が
、
こ
の
章
で
は
使
用
後
の
公
文
書
の
扱
い
に
つ
い

て
述
べ
て
い
く
。

ま
ず
、
横
須
賀
鎮
守
府
に
お
け
る
公
文
書
取
扱
を
め
ぐ
る
問
題
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
こ
う
。
次
の
史
料
は
横
須
賀
鎮
守
府

（司
令
）
長
官
よ
り
海
軍
次
官

に
宛
て
ら
れ
た
意
見
書
で
あ
る
。

明
治
二
十
年
八
月
三
十
日

（横
鎮

一
四
二
四
二
）
（横
鎮
長
官
ョ
リ
海
軍

次
官
宛
）

公
文
書
保
存
期
限
度
儀
二
付
上
申

先
年
東
海
鎮
守
府
御
設
置
以
来
之
公
文
書
頗
ル
彩
多

二
及
候
処
右

ハ
書

類
中
後
年
二
要
用
ナ
ル
モ
ノ
妙
ナ
ク
偶
事
務
取
扱
上
ノ
参
照
等
二
取
調

候
儀
モ
有
之
候
得
共
五
ヵ
年
以
上
ニ
モ
及
候
テ
ハ
要
用
ノ
義
絶
テ
無
之

尤
本
府
ノ
沿
革
ヲ
徴
ス
ル
ニ
足
ル
ベ
キ
モ
ノ
ヽ
如
キ
ハ
別
二
編
纂
致
候

筈
、
労
以
公
文
書
類
ノ
保
存
期
限
ヲ
定
メ
其
期
限
ヲ
経
過
セ
シ
書
類
ハ

都
テ
廃
棄
二
付
シ
候
様
致
度
、
不
用
之
書
類
ヲ
悉
ク
永
年

二
保
存
ス
ル

ハ
無
益
ナ
ル
而
已
ナ
ラ
ズ
年
々
ノ
公
文
増
加
ス
ル
ニ
随
ヒ
格
納
方
ニ
モ

差
支
候
條
本
府
諸
公
文
ノ
保
存
期
限
ヲ
五
ヵ
年
卜
相
定
度
、
将
又
艦
船

内
二
於
テ
ハ
狭
院
ノ
場
所
故
格
納
上
差
支
モ
不
妙
卜
被
存
候
二
付
所
轄

艦
船
営
ノ
分
ハ
三
ヵ
年
ヲ
保
存
期
ト
シ
右
期
限
ヲ
経
過
セ
シ
書
類
ハ
前

文
同
様
取
計
セ
度
、
此
段
仰
御
裁
可
候
也

明
治
二
十
年
九
月
二
日

（指
令
）

書
面
ノ
趣
認
許
ス
（ｌｏ
）

こ
こ
で
問
題
と
な

っ
て
い
る
の
は
公
文
書
の
保
存
に
つ
い
て
で
あ
り
、
「東

海
鎮
守
府
御
設
置
以
来
之
公
文
書
頗
ル
彩
多

二
及
候
処
」
と
い
う
状
況
に
な
っ

た
と
あ
る
。
鎮
守
府
移
転
に
際
し
て
横
浜
よ
り
引
き
継
い
だ
公
文
書
も
あ
る
と

思
わ
れ
る
が
、
横
須
賀
鎮
守
府
設
立
三
年
に
し
て
早
く
も
公
文
書
の
処
理
の
問

題
が
出
て
い
た
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
内
容
を
検
討
し
て
い
く
と
、
五
年
を
経

過
し
た
公
文
書
に
つ
い
て
は
必
要
な
も
の
が
少
な
く
、
用
の
な
い
も
の
ば
か
り

で
あ
る
と
述
べ
て
お
り
、
さ
ら
に

「保
存
期
限
ヲ
定
メ
」
て
そ
の

「期
限
ヲ
経

過
」
し
た
も
の
は

「廃
棄
」
に
し
よ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。
ま
た
、
横
須
賀
鎮

守
府
に
お
い
て
明
治
二
〇
年

（
一
八
八
七
）
八
月
三
〇
日
ま
で
は
公
文
書
保
存

期
限
や
廃
棄
規
程
が
定
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
こ
の
意
見
書
が
提
出
さ

れ
る
ま
で
は
、
お
そ
ら
く
そ
の
ほ
と
ん
ど
を
と
り
あ
え
ず
保
存
し
て
い
た
と
み

ら
れ
る
。
そ
う
で
あ
る
が
故
に

「不
用
之
書
類
ヲ
悉
ク
永
年
二
保
存
ス
ル
ハ
無

益
」
で
あ
る
と
な
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
続
く
文
面
に
は

「年
々
ノ
公
文
増

加
ス
ル
ニ
随
ヒ
格
納
方

ニ
モ
差
支
候
」
と
あ
る
の
で
収
蔵
ス
ペ
ー
ス
が

一
杯
と

な
る
情
況
を
予
想
し
て
い
た
と
言
え
よ
う
。
そ
し
て
、
「書
面
ノ
趣
認
許
ス
」

と
あ
る
こ
と
か
ら
九
月
二
日
に
意
見
書
が
通
り
、
公
文
書
保
存
期
限
は
同
年
九

月
二
日
付
で
、
鎮
守
府
は
五
ヵ
年
、
艦
船
は
三
ヵ
年
と
定
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

お
そ
ら
く
こ
の
時
点
で
は

『横
須
賀
鎮
守
府
例
規
」
に
も
廃
棄
規
定
が
存
在
し

て
い
な
か
っ
た
の
で
、
前
章
の
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
副
官
等
の
裁
量
に
任
さ

れ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
な
お
、
鎮
守
府
か
ら
意
見
書
が
出
て
三
日
で
条
件
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を
処
理
し
た
海
軍
省
の
決
断
の
早
さ
は
特
筆
す
べ
き
点
で
あ
る
。

こ
の
他
に
明
治
二
ｏ
年
代
に
は
公
文
書
取
扱
に
関
す
る
法
令
は
出
さ
れ
て
い

な
い
。
そ
こ
で
、
次
に
規
程
内
容
に
変
化
の
現
れ
る
明
治
三
〇
年
代
に
話
を
移

そ
う
。

明
治
三
ｏ
年
代
中
期
に
な
る
と
海
軍
部
内
に
お
い
て

一
律
の
文
書
保
存
規
程

が
出
さ
れ
る
。
そ
れ
が
左
記
の
史
料
で
あ
る
。

明
治
三
十
六
年
九
月
二
十
三
日

（海
総
三
二

一
九
）

海
軍
部
内
文
書
保
存
規
程
左
ノ
通
定
ム

海
軍
部
内
文
書
保
存
規
程

第

一
條
　
文
書
ノ
保
存
ヲ
区
分
シ
テ
左
ノ
四
類
ト
ス

第

一
類
　
水ヽ
久
保
存

一
、
律
命
令
ノ
制
定
改
廃
二
関
ス
ル
モ
ノ

一
、
例
規
徴
證
二
供
ス
ヘ
キ
モ
ノ

一
、
特
殊
ノ
処
分
二
属
ス
ル
モ
ノ

一
、
永
久
参
照
ノ
必
要
ア
リ
ト
認
ム
ル
モ
ノ

第
二
類
　
二
十
ヵ
年
保
存

一
、
予
算
決
算
其
ノ
他
金
銭
会
計
及
財
産
二
関
ス
ル
帳
簿
及
書
類

第
三
類
　
十
ヵ
年
保
存

一
、
物
品
会
計
二
関
ス
ル
帳
簿
及
書
類

第
四
類
　
一
ヵ
年
保
存

一
、
当
分
参
照
ノ
必
要
ア
リ
ト
認
ム
ル
モ
ノ

第
二
條
　
保
存
期
限
二
関
シ
特
別
ノ
規
定
ア
ル
モ
ノ
ハ
各
其
ノ
規
定
ニ

従
フ

第
三
條
　
保
存
期
限
ハ
暦
年
ヲ
分
界
ト
シ
甲
年
度
ノ
処
分
二
属
ス
ル
モ

ノ
ハ
乙
年

一
月
ョ
リ
起
算
ス

第
四
條
　
保
存
期
限
経
過
ノ
文
書
ハ
保
管
者
二
於
テ
之
ヲ
精
査
シ
其
ノ

廃
棄
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ハ
所
属
麻
長
官
ノ
決
裁
ヲ
受
ク
ヘ
シ

第
五
條
　
一
時
ノ
指
排
二
係
ル
文
書
ニ
シ
テ
保
存
ノ
必
要
ナ
シ
ト
認
ム

ル
モ
ノ
ハ
所
轄
長
二
於
テ
廃
棄
ノ
処
分
ヲ
為
ス
コ
ト
ラ
得

第
六
條
　
廃
棄
二
決
シ
タ
ル
文
書
ハ
適
宜
之
ヲ
処
分
ス
ヘ
シ

第
七
條
　
艦
団
各
部
二
於
テ
保
存
ス
ヘ
キ
文
書
累
積
シ
貯
蔵
二
困
難
ヲ

感
ス
ル
ト
キ
ハ
便
宜
他
ノ
海
軍
官
鷹
二
協
議
ノ
上
其
ノ
保
管
ヲ
依
托

ス
ル
コ
ト
ワ
得

第
八
條
　
第
六
條
又
ハ
第
七
條
ノ
処
分
ヲ
為
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
其
ノ
ロ
録

ヲ
調
製
シ
処
分
ノ
顛
末
ヲ
明
カ
ニ
シ
置
ク
ヘ
シ
（ｎ
）

ま
ず
第

一
条
か
ら
読
み
取
れ
る
こ
と
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

文
書
保
存
の
段
階
が
①
命
令
等
の
制
定
及
び
改
廃
に
関
す
る
も
の
は
永
久
保

存
、
②
予
算
決
算
そ
の
他
金
銭
会
計
及
び
財
産
に
関
す
る
帳
簿
や
書
類
は
二
〇

ヵ
年
保
存
、
③
物
品
会
計
に
関
す
る
帳
簿
や
書
類
は

一
ｏ
ヵ
年
保
存
、
④
当
分

参
照
に
必
要
な
も
の
は

一
ヵ
年
保
存
と
い
う
四
段
階
に
定
め
ら
れ
た
こ
と
で
あ

る
。
次
に
第
四
条
で
は
保
存
期
限
を
過
ぎ
た
も
の
は
十
分
に
審
査
し
て
、
廃
棄

す
べ
き
文
書
は
所
属
庁
長
官
の
決
裁
を
受
け
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
た
こ
と
が
わ

か
る
。
第
五
条
と
第
六
条
で
は
保
管
の
必
要
が
無
く
廃
棄
と
決
ま

っ
た
文
書
は

適
宜
処
分
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
保
存
規
程
以
外
の

も
の
は
全
て
処
分
か
と
い
え
ば
そ
う
で
も
な
く
、
第
七
条
で
は
文
書
の
保
存
ス
　
　
７．

ペ
ー
ス
が
無
い
所
は
他
の
海
軍
官
庁
に
保
管
を
依
頼
す
る
旨
が
定
め
ら
れ
て
い
　
　
・‐

る
。
そ
し
て
、
第
八
条
で
は
処
分
し
た
文
書
目
録
の
作
成
と
処
分
し
た
経
緯
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
ど
の
文
書
を
ど
の
よ
う

な
理
由
で
捨
て
た
の
か
が
分
か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
注

目
し
た
い
の
は

「文
書
保
存
」
の
規
程
は
あ

っ
て
も

「文
書
廃
棄
」
の
規
程
は

無
い
こ
と
で
あ
る
。
や
は
り
廃
棄
処
分
に
つ
い
て
は
全
面
的
に
裁
量
の
み
に
依

存
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
何
か
決
定
的
な
史
料
が
あ
れ
ば
よ
い
の
だ
が
断

定
す
る
に
は
な
お
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
史
料
が
無
く
て

一
つ
確
実

な
こ
と
は
横
須
賀
鎮
守
府
で
は
現
用
の
法
令
を
収
録
し
た

「横
須
賀
鎮
守
府
例

規
」
に
お
い
て
例
外
規
程
が
無
い
た
め
、
こ
の
史
料
の
規
程
ど
お
り
に
や
っ
た

で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

さ
て
、
次
に
結
局
の
と
こ
ろ
明
治
期
の
横
須
賀
鎮
守
府
に
お
い
て
具
体
的
に

は
ど
の
よ
う
に
公
文
書
取
扱
が
行
な
わ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
次
の
史
料
を
も
と

に
検
討
し
た
い
。

●
横
鎮
第

一
〇
九

一
号
明
治
三
十
七
年
十
月
五
日



達
横
須
賀
鎮
守
府
文
書
取
扱
内
規

第

一
條
　
公
文
取
扱

ハ
確
実
ニ
シ
テ
活
敏
ナ
ル
ヲ
主
ト
シ
海
軍
各
鷹
処
務

通
則
其
ノ
他
特
二
規
定
ア
ル
モ
ノ

ヽ
外
本
内
規
二
拠
ル
ヘ
シ

第
二
條
　
司
令
長
官
参
謀
長
又
ハ
鎮
守
府
二
宛
テ
到
来
ス
ル
公
文
ハ
鎮
守

府
副
官
二
於
テ
接
受
シ
副
官
ハ
之
ヲ
査
閲
シ
其
ノ
各
鷹
ノ
主
務
二
属
ス

ル
モ
ノ
ハ
指
定
ノ
印
ヲ
捺
シ
直
二
之
ヲ
各
鷹
二
配
付
ス
ヘ
シ

前
項
ノ
公
文
中
重
要
ナ
ル
事
件
ハ
先
ツ
参
謀
長
ノ
査
閲
二
供
シ
処
分
ノ

指
揮
ヲ
受
ク
ヘ
シ

第
三
條
　
海
軍
大
臣
ノ
令
達
其
ノ
他
主
務
各
局
長
部
長
等
ノ
照
会
通
牒
ヲ

其
ノ
儘
伝
達
若
ハ
通
達
ス
ル
ト
キ
ハ
原
書
若

ハ
其
ノ
写
ノ
欄
外
上
部
ニ

当
該
鷹
長
若
ハ
艦
団
長
ノ
印
ヲ
捺
シ
其
ノ
文
書
ヲ
交
付
シ
テ
伝
達
又
ハ

通
達
二
代
ユ
」

第
四
條
　
各
鷹
長
ハ
主
務
ノ
公
文
ヲ
審
査
シ
司
令
官
ノ
閲
覧
二
供
ス
ル
ニ

止

マ
ル
モ
ノ
ハ
捺
印
ノ
上
供
覧
卜
記
シ
其
ノ
命
令
、
訓
令
、
指
令
、
照

会
、
回
答
等
ヲ
要
ス
ル
モ
ノ
ハ
所
定
ノ
罫
紙
ヲ
用
ヒ
其
ノ
文
按
ヲ
附
シ

主
務
鷹
長
捺
印
ノ
後
之
ヲ
関
係
鷹
司
令
官
ノ
決
裁
ヲ
受
ク
ル
場
合
モ
亦

前
項
ノ
例
二
依
ル

文
按

二
立
按
ノ
理
由
ヲ
開
申
ス
ル
ノ
必
要
ア
ル
モ
ノ
ハ
適
宜
本
文
ノ
前

二
記
載
ス
ヘ
シ

第
五
條
　
鎮
守
府
副
官

ハ
各
主
務
鷹
ョ
リ
公
文
ノ
送
付
ヲ
受
ケ
タ
ル
ト
キ

ハ
之
ヲ
審
査
シ
司
令
長
官
参
謀
長
ノ
閲
覧
ヲ
受
ケ
発
付
ヲ
要
ス
ル
モ
ノ

ハ
其
ノ
文
按
二
依
り
直
二
浄
書
発
付
ノ
手
続
ヲ
為
ス
ヘ
シ
但
シ
計
算
書

類
其
ノ
他
文
書
二
附
属
ノ
表
、
図
又
ハ
別
紙
別
冊
ヲ
要
ス
ル
ト
キ
ハ
主

務
鷹
二
於
テ
浄
書
校
合
シ
鎮
守
府
副
官
二
送
付
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

第
六
條
　
司
令
長
官
、
参
謀
長
官
閲
覧
済
、
決
裁
済
及
ヒ
発
付
済
ノ
公
文

ハ
副
官
直

二
各
主
務
鷹
二
於
テ
保
管
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

第
七
條
　
上
申
伺
ニ
シ
テ
当
分
ハ
到
底
詮
議
二
及
ヒ
難
キ
モ
ノ
ハ
主
務
麻

長
二
於
テ
付
箋
二
其
ノ
理
由
ヲ
記
シ
又
該
書
類
ニ
シ
テ
参
考
ト
シ
テ
主

務
鷹
二
留
置
ク
ノ
必
要
ア
ル
モ
ノ
ハ
其
ノ
理
由
通
知
ノ
文
按
ヲ
附
シ
鎮

守
府
副
官

二
送
付
ス
ヘ
シ
副
官
ハ
司
令
官
参
謀
長
ノ
閲
覧

二
供
シ
タ
ル

後
本
文

ハ
直
二
差
出
鷹
二
返
付
シ
主
務
鷹
二
於
テ
発
付
ノ
手
続
ヲ
為
ス

ヘ
ンヽ

第
八
條
　
法
令
規
則
二
依
り
進
達
又
ハ
報
告
ノ
期
限
ア
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
事

故
二
依
り
期
限
二
後
レ
タ
ル
ト
キ
ハ
必
ス
其
ノ
理
由
ヲ
附
記
ス
ヘ
シ

第
九
條
　
総
テ
公
文
書
又
ハ
封
筒
二
親
展
、
至
急
、
機
密
等
卜
朱
書
ス
ル

場
合
ハ
勉
メ
テ
濫
用
二
陥
ラ
サ
ル
コ
ト
ニ
注
意
ス
ル
ヲ
要
ス

第
十
條
　
幕
僚
諸
官
ノ
主
務
二
属
ス
ル
文
書
取
扱
モ
前
諸
條
ノ
例
二
依
リ

処
理
ス
ヘ
シ
（１２
）

こ
の
史
料
か
ら
も
や
は
り
前
章
で
検
討
し
て
き
た
よ
う
に

「副
官
」
が
中
心

人
物
で
あ
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
例
え
ば
第
二
条
で
は
鎮
守
府
宛
に
来
た
公

文
書
は
、
ま
ず
副
官
の
と
こ
ろ
へ
渡
り
、
司
令
長
官
や
参
謀
長
の
手
に
渡
た
る

べ
き
文
書
か
、
あ
る
い
は
各
主
務
庁
行
の
文
書
か
を
下
さ
れ
た
後
、
配
付
さ
れ

る
と
あ
る
。
第
五
条
で
は
文
書
の
発
送
に
し
て
も
各
主
務
庁
か
ら
直
接
司
令
長

官
に
行
く
の
で
は
な
く
、
必
ず
副
官
を
通
し
て
行
為
が
な
さ
れ
る
と
あ
る
。
そ

し
て
第
六
条
は
司
令
長
官
や
参
謀
長
が
閲
覧
済
み
或
い
は
決
裁
済
み
の
公
文
書

に
関
す
る
規
程
で
あ
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
副
官
が
直
ち
に
各
主
務
庁
の
も
と

へ
保
管
し
に
行
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
様
に

し
て
鎮
守
府
に
お
い
て
は
副
官
を
軸
に
公
文
書
の
取
扱
が
な
さ
れ
た
の
で
あ

る
。本

稿
は
明
治
期
を
中
心
に
文
書
集
配
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
が
、

大
正
期
に
な
る
と
副
官
の
権
限
と
い
う
も
の
に
も
変
化
が
あ
ら
わ
れ
る
。
参
考

ま
で
に
次
の
史
料
を
示
す
。

●
横
鎮
第
七
三

一
号
　
大
正
四
年
四
月
四
日

図
書
文
書
焼
却
内
規

（府
内
限
り
適
用
ノ
モ
ノ
）

第

一
條
　
本
鷹
保
管
図
書
文
書
ニ
シ
テ
改
正
廃
止
等

二
依
り
不
用
二
帰
シ

又
ハ
保
管
ノ
必
要
止
ミ
焼
却
ヲ
要
ス
ル
場
合

ニ
ハ
本
内
規
二
拠
り
処
理
ス
ヘ
シ

第
二
條
　
焼
却
ス
ヘ
キ
図
書
文
書

ハ
予
メ
取
扱
主
任
者
ノ
承
認
ヲ
受
ク
ル

ヲ
要

ス
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第
三
條
　
図
書
文
書
ヲ
焼
却
ス
ル
ト
キ
ハ
図
書
文
書
控
簿
二
機
密
、
普
通

ノ
種
別
二
区
分
登
録
シ
取
扱
主
任
者
ノ
検
印

ヲ
受
ケ
副
官
ノ
査
閲
ヲ
経
タ
ル
後
処
分
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

第
四
條
　
図
書
文
書
ヲ
焼
却
ス
ル
ニ
ハ
必
ス
書
類
焼
却
竃
ヲ
使
用
ス
ヘ
シ

附

各
麻
各
部
二
於
テ
図
書
文
書
ヲ
焼
却
ス
ル
為
本
篭
ヲ
使
用
セ
ン
ト
ス
ル

ト
キ
ハ
予
メ
使
用
期
間
ヲ
定
メ
其
ノ
前
日
迄

二
鎮
守
府
副
官

二
請
求
ス

ヘ
ンヽ
（１３
）

こ
れ
は
図
書
や
文
書
焼
却
に
関
す
る
横
須
賀
鎮
守
府
の
み
の
適
用
規
則
で
あ

る
が
、
焼
却
す
る
に
は
副
官
の
査
閲
を
経
る
だ
け
で
よ
い
の
で
あ
る
。
そ
し
て

焼
却
に
あ
た
っ
て
は
書
類
焼
却
専
用
の
竃
が
存
在
し
て
お
り
、
そ
の
使
用
に
あ

た
っ
て
は
期
間
を
定
め
て
前
日
ま
で
に
副
官
に
請
求
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
頃
に
な
る
と
司
令
長
官
の
決
裁
を
得
ず
と
も
、

副
官
の
裁
量
に
全
て
が
委
ね
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
も
副
官
の
重

要
性
が
窺

い
知
れ
よ
う
。

以
上
の
よ
う
に
し
て
明
治
期
に
お
け
る
海
軍
機
関
の
公
文
書
取
扱
に
つ
い
て

横
須
賀
鎮
守
府
設
立
以
来
の
動
向
を
取
り
上
げ
て
述
べ
て
き
た
が
、
第

一
に
言

え
る
こ
と
は
、
公
文
書
取
扱
に
関
す
る
規
程
か
ら
分
か
る
と
お
り
、
多
く
の
公

文
書
を
史
料
と
し
て
広
く
後
世
に
生
か
そ
う
と
い
う
発
想
の
も
と
で
公
文
書
管

理
が
成
立
し
た
の
で
は
な
い
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
必
要
な
公
文
書
だ
け

を
最
小
限
に
止
め
て
、
そ
れ
以
外
は
処
分
す
る
と
い
う
発
想
に
基
づ
い
て
い
た

の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
軍
の
機
密
を
外
部
に
洩
ら
さ
な
い
と
い
う
の
は
言

う
ま
で
も
無
く
、
文
書
以
外
の
物
資
を
積
む
艦
船
で
は
早
く
か
ら
収
蔵
空
間
の

限
界
に
着
目
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

第
二
に
言
え
る
こ
と
は
保
存
さ
れ
た
公
文
書
の
基
準
は
歴
史
的
価
値
に
基
づ

い
て
い
る
の
で
は
な
く
、
実
務
的
価
値
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま

り
、
公
文
書
の
保
存
規
程
を
見
て
も
分
か
る
と
お
り
、
保
存
の
中
心
は
法
令
と

会
計
帳
簿
類
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
注
意
し
た
い
の
は
公
文
書
の
史
料
的
価
値
が

周
知
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
大
沼
宜
規
氏
が

『国
民
国
家
と
ア
ー

カ
イ
ブ
ズ
』
（１４
）
で
論
じ
て
い
る
よ
う
に
当
時
の
政
府
に
は
米

・
英

・
仏

・
独

の
文
書
管
理
の
情
報
は
入

っ
て
い
た
。
で
あ
る
か
ら
海
軍
機
関
も
当
然
知
り
得

た
こ
と
だ
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
上
で
あ
え
て
公
文
書
に
歴
史
的
価
値
を
付
加
し

な
い
方
針
を
選
ん
だ
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

最
後
に
、
こ
の
様
に
し
て
述
べ
て
き
た
も
の
の
、
ま
だ
ま
だ
実
証
と
し
て
は

不
十
分
で
、
例
え
ば
、
副
官
は
重
要
で
あ
る
の
な
ら
ば
人
事
や
個
人
の
経
歴
に

つ
い
て
調
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
文
書
管
理
に
つ
い
て
言
え
ば
そ
の
政
策

を
担

っ
た
人
物
に
つ
い
て
も
突
き
止
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
等
な
ど
課
題
が
山

積
み
な
の
も
確
か
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
今
後
検
討
す
べ
き
点
で
あ

る
。（１

）

江
戸
幕
府
の
遠
国
奉
行
の

一
つ
。
浦
賀
番
所
で
江
戸
に
入
る
船
舶
と

積
荷
の
臨
検
を
行

っ
た
。
享
保
五
年

（
一
七
二
〇
）
下
田
奉
行
の
機
能

を
移
し
て
成
立
。
老
中
支
配
、
役
高

一
〇
〇
〇
石
、
役
料
五
〇
〇
俵
の

ち

一
〇
〇
〇
石
。
文
政
期

（
一
人

一
三
―
三
〇
）
頃
よ
り
海
防
が
重
要

な
任
務
と
な
り
、
ペ
リ
ー
来
航
後
は
外
交
に
も
関
与
、
日
米
修
好
通
商

条
約
締
結
に
も
関
わ
り
、
長
崎
奉
行
よ
り
上
席
と
な
る
。
（ｏ
∪
‐
”
〇
〓

版

『岩
波
日
本
史
辞
典
じ

（２
）

明
治
か
ら
昭
和
に
か
け
て
日
本
の
海
岸
と
近
海
の
防
衛
な
ど
を
担
当

し
た
海
軍
の
官
庁
。
各
軍
港
に
置
か
れ
て
所
管
す
る
海
軍
区
の
防
御

・

警
備

。
出
師
準
備
の
こ
と
を
つ
か
さ
ど
り
、
鎮
守
府
司
令
官
は
天
皇
に

直
属
し
て
部
下
の
艦
船
部
隊
を
統
率
し
た
。
な
お
、
司
令
長
官
は
、
軍

政
に
つ
い
て
は
海
軍
大
臣
の
命
を
受
け
、
作
戦
計
画
に
つ
い
て
は
軍
令

部
長

（海
軍
軍
令
部
長
）
の
指
示
を
受
け
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
た
。
明

治
八
年

（
一
八
七
五
）
の
海
軍
省
の
計
画
で
は
東
海
鎮
守
府
を
横
須
賀

に
、
西
海
鎮
守
府
を
長
崎
に
設
置
す
る
よ
う
考
案
さ
れ
た
。
東
海
鎮
守

府
が
横
浜
に
仮
設
さ
れ
た
の
は
翌
九
年
九
月
十
四
日
で
、
同

一
七
年

一

二
月

一
五
日
横
須
賀
に
移
転
し
、
同
時
に
横
須
賀
鎮
守
府
と
改
称
さ
れ
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た
。
（『国
史
大
事
典
』
第
九
巻
　
六
八
三
頁
）

（３
）

緒
言
に

「本
例
規
収
録
ス
ル
所
ノ
諸
令
達
中
他
ノ
令
達
ノ
制
定
改
廃

二
従
ヒ
自
然
消
滅
シ
或

ハ
官
職
ノ
称
謂
変
更
シ
タ
ル
モ
ノ
ハ
直
二
剛
除

或

ハ
改
訂
シ
其
ノ
剛
除
改
訂
シ
難
キ
モ
ノ
ニ
在
テ
ハ
字
傍
二
黒
点
ヲ
付

シ
全
文
ヲ
掲
ク
ル
ノ
要
ナ
キ
モ
ノ
ハ
之
ヲ
節
録
シ
又
現
行
二
属
ス
ル
令

達
卜
雖
日
常
参
照
ノ
必
要
妙
ナ
キ
モ
ノ
ハ
之
ヲ
省
キ
専
ラ
閲
覧
ノ
便
ニ

従
フ
」
と
あ
る
の
で
当
時
、
鎮
守
府
内
で
実
際
に
必
要
と
さ
れ
た
法
令

を
編
纂
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。
な
お
、
こ
の

『横
須
賀
鎮
守
府

例
規
』
に
つ
い
て
、
防
衛
研
究
所
図
書
館
に
は
本
史
料
明
治
四
四
年
版

の
他
は
大
正

一
一
年
版
が
残
る
の
み
で
あ
る
。

（４
）

防
衛
研
究
所
図
書
館
所
蔵

『明
治
四
十
四
年
　
横
須
賀
鎮
守
府
例
規

全
　
八
版
』
二

一
七
～
二

一
八
頁

（５
）

明
治

一
七
年

（
一
人
八
四
）

一
二
月

一
五
日
横
須
賀
鎮
守
府
開
庁
の

際
に
鎮
守
府
主
計
部
が
置
か
れ
た
が
、
明
治
三
二
年

（
一
人
八
九
）
四

月
二
二
日
鎮
守
府
会
計
監
督
部
と
な
り
、
明
治
二
六
年

（
一
八
九
三
）

五
月
二
〇
日
鎮
守
府
監
督
部
及
び
海
軍
司
計
部
と
な
り
、
明
治
三
〇
年

（
一
八
九
七
）
九
月
二
四
日
経
理
部
と
な

っ
た
。
（『横
須
賀
軍
港
沿
革

史
』
六
頁
）

（６
）

海
軍
機
関
学
校
。
丘
ハ科
将
校
と
な
る
べ
き
生
徒
の
養
成
及
び
将
来
兵

科
将
校
に
準
ず
べ
き
特
務
士
官
と
な
る
べ
き
機
関
兵
曹
長
、
上
等
機
関

兵
曹

（選
修
科
学
生
）
に
対
し
必
要
な
教
育
を
施
す
。
明
治

一
四
年
七

月
横
須
賀
に
設
立
さ
れ
、
以
来
明
治
二
〇
年
海
軍
兵
学
校
に
収
容
さ
れ

一
特
科
と
せ
ら
れ
た
こ
と
も
あ

っ
た
が
、
明
治
二
六
年
再
び
横
須
賀
に

復
帰
し
た
。
（『海
軍
辞
典
』
二
人
頁
）

（７
）

横
須
賀
海
軍
工
廠
。
横
須
賀
造
船
所
の
後
身
、
わ
が
国
最
大
の
海
軍

艦
船
造
修

・
造
機
工
場
施
設
。
明
治
三
六
年

（
一
九
〇
三
）

一
一
月
六

日
横
須
賀
海
軍
船
廠
と
兵
器
廠
を
合
併
し
て
成
立
、
大
艦
建
造
を
主
目

的
と
し
、
海
軍
の
軍
備
拡
大
と
と
も
に
発
展
し
た
。
（『国
史
大
辞
典
』

第

一
四
巻
、
三
六
六
頁
）

（８
）

明
治
三
三
年

（
一
九
〇
〇
）
軍
港
部
が
廃
さ
れ
て
横
須
賀
軍
港
工
務

部
が
設
置
さ
れ
、
軍
港
水
域
の
警
備
、
艦
船
の
繋
留
、
出
入
渠
及
び
軍

港
防
禦
の

一
部
を
掌

っ
た
。
（『横
須
賀
軍
港
沿
革
史
』
六
頁
）

（９
）

海
軍
工
機
学
校
。
海
軍
兵
科
将
校
、
特
務
士
官
、
准
士
官
及
び
海
軍

特
修
兵
た
る
べ
き
海
軍
下
士
官
兵
に
対
し
、
之
に
必
要
な
る
機
関
術
を

教
授
す
る
所
。
ま
た
本
校
に
お
い
て
は
前
項
の
ほ
か
、
海
軍
大
臣
の
命

を
受
け
て
海
軍
に
必
要
な
る
機
関
術
の
研
究
並
び
に
そ
の
教
育
の
規
画

に
関
す
る
研
究
調
査
を
行
な
う
。
校
長
は
横
須
賀
鎮
守
府
司
令
官
に
隷

し
、
軍
紀
風
紀
を
維
持
し
校
務
を
総
理
す
る
。
所
在
横
須
賀
軍
港
。

（『海
軍
辞
典
』
三
六
頁
）

（Ю
）

海
軍
省
編

『海
軍
制
度
沿
革
」
十

一
巻

（２
）
明
治
百
年
史
叢
書
、

原
書
房
、　
一
九
七

一
年
、
五
九

一
頁

（
ｎ
）

海
軍
省
編

『海
軍
制
度
沿
革
』
十

一
巻

（２
）
明
治
百
年
史
叢
書
、

原
書
房
、　
一
九
七

一
年
、
五
九
三
頁

（
１２
）

防
衛
研
究
所
図
書
館
所
蔵

『明
治
四
十
四
年
　
横
須
賀
鎮
守
府
例
規

全
　
八
版
』
二

一
三
～
二

一
四
頁

（
１３
）

防
衛
研
究
所
図
書
館
所
蔵

『大
正
十

一
年
　
横
須
賀
鎮
守
府
例
規

第
十

一
版
』
二
五
四
～
二
五
五
頁

（
１４
）

詳
し
く
は
大
沼
宜
規
氏
の

「明
治
前
期
に
お
け
る

『
公
文
館
」
と

『書
籍
館
』
―
丑
木
報
告

へ
の
コ
メ
ン
ト
に
か
え
て
―
」
の

一
五
五
～

一
七
四
頁
を
参
照
の
こ
と
。
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